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⼥共同参画センター,2024年2⽉17⽇

国内学会発表 58 曽和 嵩,⾕⼝敬,市之川英⾂,胸⾻正中切開術後に発⽣した胸⾻⾻髄炎に対し腐⾻除去及び有茎⼤網移植術を施⾏した⼀例,静岡呼吸器外科医会令和6年度夏季例会,アクトシ
ティ浜松,2024年8⽉3⽇

国内学会発表 59 ⾦城華奈,服部有俊,福井⿇⾥⼦,松永健志,⾼持⼀⽮,鈴⽊健司,S6-底区域⾯に近接する⼩型肺癌に対する術式および周術期成績の検討,第41回⽇本呼吸器外科学会学術集
会,軽井沢,6⽉1⽇



国内学会発表 60 ⾦城華奈,内⽥真介,櫻井幹⽣,新⾒昂⼤,渡辺勇,服部有俊,福井⿇⾥⼦,松永健志,⾼持⼀⽮,鈴⽊健司,⾃⼰肺静脈パッチを⽤いた肺動脈再建を伴う左肺S1+2区域合併下葉
切除を施⾏し肺全摘術を回避した⼀例,第195回胸部外科学会関東甲信越地⽅会,宇都宮,2024年6⽉15⽇

国内学会発表 61 ⾦城華奈,内⽥真介,櫻井幹⽣,新⾒昂⼤,渡辺勇,服部有俊,福井⿇⾥⼦,松永健志,⾼持⼀⽮,鈴⽊健司,拡⼤気管⽀形成を伴う左肺⾆区・下葉切除術後、肺動脈⾎栓塞栓症に
よる急性肺壊死に対する残存肺全摘術,⾦沢 77th Annual Scientific Meeting of the Japanese Association for Thoracic Surgery　Nov 4, 2024

国内学会発表 62 内⽥真介,徳光真毅,新⾒昴⼤,渡辺勇,服部有俊,福井⿇⾥⼦,松永健志,⾼持⼀⽮,鈴⽊健司,左肺癌再発に対する拡⼤気管⽀形成術後に吻合部狭窄を⽣じたが劇的な改善を
認めた⼀例,⾦沢 77th Annual Scientific Meeting of the Japanese Association for Thoracic Surgery　Nov 4, 2024

国内学会発表 63 福井⿇⾥⼦,服部有俊,松永健志,⾼持⼀⽮,鈴⽊健司,残肺全摘術における術後呼吸機能の推移および予後・耐術能に関しての検討,第31回⽇本呼吸器外科医会　冬季学術集
会,⽩⾺,2024年3⽉ 2⽇

国内学会発表 64 ⽊⽴祐⽣,⾼持⼀⽮,渡辺勇,鈴⽊未希⼦,今清⽔恒太,林⼤久⽣,鈴⽊健司,IVA期EGFR変異陽性肺腺癌に対して5年間の内科治療後、サルベージ⼿術施⾏した⼀例,第199回
⽇本肺癌学会関東⽀部学術集会,東京,2024年7⽉13⽇

国内学会発表 65 ⽊⽴祐⽣,渡辺勇,⾼持⼀⽮,鈴⽊未希⼦,今清⽔恒太,鈴⽊健司,肺葉内分画症に対してLadder開胸で左下葉切除と異常⾎管切離した⼀例,第196回⽇本胸部外科学会関東
甲信越地⽅会,東京,2024年11⽉9⽇

国内学会発表 66 切明⼤約,福井⿇⾥⼦,住⾕隆輔,渡邊敬夫,松永健志,服部有俊,今清⽔恒太,⾼持⼀⽮,鈴⽊健司,全⾯癒着症例に対するロボット⽀援下右肺S2＋S6区域切除後、 乳び胸に対
して胸管結紮術を施⾏した１例,第196回⽇本胸部外科学会関東甲信越地⽅会,東京, 2024年11⽉９⽇

国内学会発表 67 切明⼤約,渡邊敬夫,住⾕隆輔,福井⿇⾥⼦,松永健志,林⼤久⽣,服部有俊,今清⽔恒太,⾼持⼀⽮,鈴⽊健司,気管⽀形成を伴う右肺上葉切除後に発⽣した右下葉肺癌に対して 
ロボット⽀援下残右肺下葉切除を施⾏した1例,第200回⽇本肺癌学会関東⽀部学術集会,東京,2024年12⽉14⽇

区分 番号 ー 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 DOI 国際共同

特別講演・
招待講演 1 鈴⽊健司,司会/講演 /実働指導_基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナーBaCula特別編2024,基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナーBaCula特別編2024(ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱）,インス

ティテュート東京,2024年1⽉7⽇
特別講演・
招待講演 2 鈴⽊健司,演者_肺癌⼿術関連トピックス,Lung Cancer Expert Meeting2024（アストラゼネカ㈱）,JRホテルクレメント⾼松,2024年1⽉19⽇

特別講演・
招待講演 3 鈴⽊健司,座⻑_Session2 第12回肺癌臨床研究を学ぶ会,第12回肺癌臨床研究を学ぶ会（⼤鵬薬品⼯業㈱主催）,TKPガーデンシティpremium秋葉原,2024年1⽉20⽇

特別講演・
招待講演 4 鈴⽊健司,座⻑_中外eセミナー on Lung Cancer,中外eセミナー on Lung Cancer(中外製薬㈱）,東京,2024年2⽉14⽇

特別講演・
招待講演 5 鈴⽊健司,座⻑＿特別講演Ⅱ Lung Cancer perioperative Seminar,Lung Cancer perioperative Seminar（アストラゼネカ㈱）,WEB,2024年2⽉15⽇

特別講演・
招待講演 6 鈴⽊健司,司会/講演 /実働指導_基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナー2023BaCula Season14〜STEP3,基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナー2023BaCula Season14〜STEP3(ジョンソ

ン・エンド・ジョンソン㈱）,インスティテュート東京,2024年2⽉16⽇〜17⽇
特別講演・
招待講演 7 鈴⽊健司,講師_肺癌⼿術　⼀⼦相伝の理想と実際,Ethicon Preceptorship Program (ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱),順天堂⼤学・J＆J本社,2024年2⽉20⽇

特別講演・
招待講演 8 鈴⽊健司,座⻑＿肺癌⼿術に対し再発ゼロへ挑戦,第3回NCCHE Surgical oncology conference or thoracic surgeon 2024 〜再発ゼロへの挑戦〜特別講演（コヴィディエ

ンジャパン㈱）,国⽴がん研究センター東病院NEXT棟　ななはちホール,2024年3⽉9⽇
特別講演・
招待講演 9 鈴⽊健司,演者_肺がんサルベージ⼿術Up to date,九州呼吸器腫瘍セミナー(中外製薬㈱）,TKPエルガーラ,2024年3⽉23⽇

特別講演・
招待講演 10 鈴⽊健司,講演_ロボット⼿術の安全なAccessと有効な使い⽅と安全性について,Asia Thoracic Surgeon（インチュイティブサージカル合同会社）,韓国仁川市永宗島,2024年6⽉

8⽇
特別講演・
招待講演 11 鈴⽊健司,講演_肺癌⼿術におけるロボット⽀援下⼿術の可能性,第4回群⾺呼吸器外科講演会（アストラゼネカ㈱）,2024年7⽉12⽇

特別講演・
招待講演 12 鈴⽊健司,座⻑_周術期臨床試験を統計的視点から読み解く,肺がん周術期サマータイムサミット（⼩野薬品⼯業㈱）,2024年7⽉13⽇

特別講演・
招待講演 13 鈴⽊健司,演者_近代腫瘍学における肺癌に対する縮⼩切除・拡⼤⼿術の役割,第3回Archive Meeting(コヴィディエンジャパン㈱）,TKPガーデンシティPREMIUM⾦沢駅⻄

⼝,2024年7⽉26⽇



特別講演・
招待講演 14 鈴⽊健司,呼吸器外科診療の基礎＿ロボット⼿術の最新治療と課題,2024セイエイ・エル・サンテグループ特別セミナー(セイエイセルサンテホールディング㈱）,順天堂⼤学センチュリータ

ワー,2024年8⽉7⽇
特別講演・
招待講演 15 鈴⽊健司,司会/講演 /実働指導_基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナー2024BaCula Season15〜STEP1,基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナー2024BaCula Season15〜STEP1(ジョンソ

ン・エンド・ジョンソン㈱）,インスティテュート東京,2024年8⽉2⽇〜3⽇
特別講演・
招待講演 16 鈴⽊健司,講演_臨床基礎と最新治療法（ダヴィンチシミュレーター）,第1回 講義＆シミュレーション体験臨床基礎と最新治療法（セイエイ・エル・サンテホールディング㈱）,順天堂⼤

学,2024年8⽉7⽇
特別講演・
招待講演 17 鈴⽊健司,座⻑_周術期から進⾏再発まで＝Resectable N2症例に対するトータル治療を考える＝,IO NSCLC Practical Seminar（⼩野薬品⼯業㈱)、庭のホテル東京,2024年

8⽉29⽇
特別講演・
招待講演 18 鈴⽊健司,座⻑_第1回外科医のためのロボット⼿術領域横断セミナー,第1回外科医のためのロボット⼿術領域横断セミナー(コヴィディエンジャパン㈱）,順天堂⼤学,2024年9⽉20⽇

特別講演・
招待講演 19 鈴⽊健司,司会_Update on peri-operative treatments for oncogene driven early-stage NSCLC,LungCancerMeeting〜肺癌治療の最前線〜(中外製薬㈱),TKP

御茶ノ⽔ガーデンシティ,2024年10⽉5⽇
特別講演・
招待講演 20 鈴⽊健司,講師・演者Chugai Lung Cancer Symposium2024on Optimal Perioperative Strategies,Chugai Lung Cancer Symposium2024on Optimal 

Perioperative Strategies(中外製薬㈱）,品川プリンスホテル,2024年10⽉19⽇
特別講演・
招待講演 21 鈴⽊健司,司会 /実働指導_基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナー2024BaCulu Season15〜STEP２ ,基礎から学ぶ肺癌⼿術セミナー2024BaCula Season15〜STEP2(ジョンソン・

エンド・ジョンソン㈱）,インスティテュート東京,2024年10⽉25⽇〜26⽇
特別講演・
招待講演 22 鈴⽊健司,特別講演_地域を超えて、世代を超えて、共に学ぶ肺癌医療︕2024in新潟,地域を超えて、世代を超えて、共に学ぶ肺癌医療︕2024in新潟（アストラゼネカ㈱）,ガレッソ

ホール,2024年11⽉30⽇
特別講演・
招待講演 23 鈴⽊健司,座⻑＿肺癌カンファレンス2024秋,肺癌カンファレンス2024秋（協和キリン),順天堂⼤学,2024年12⽉7⽇

特別講演・
招待講演 24 鈴⽊健司,演者_肺がんサルベージ⼿術　Up to date座⻑_周術期肺がんのトータル治療戦略,Lung Cancer Expert Meeting(中外製薬㈱）,中外製薬　堺オフィス,2024年12

⽉9⽇
特別講演・
招待講演 25 鈴⽊健司,演者_特別講演2　テーマ︓肺がんサルベージ⼿術Up to date,三島肺癌研究会（中外製薬㈱）,みしまプラザホテル,2024年12⽉17⽇

特別講演・
招待講演 26 内⽥真介,鈴⽊健司.,X線動態撮影とともに-新時代の呼吸器外科診療.,第83回⽇本医学放射線学会総会, ランチョンセミナー,2024年 4⽉13⽇


